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患者にとって効果的な・安楽を目指した
おむつ交換への取り組み
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神経内科病棟では、その疾患の特徴上、排泄ケアが必要な患者が全患者の半数
以上を占める。今年度、看護部は病院全体のおむつ交換の見直しを計画した。
患者側からは、患者にあった効果的なおむつ交換ができるように、看護者側か
らは、現状のおむつ交換に費やされる労力と時間を減少させることを目的に勉
強会を計画した。そして、神経内科病棟をモデル病棟としておむつ交換の見直
しをした。

【実施期間】2015年1月～8月
【方法】1） 院内のおむつ交換について現状調査をする。2） 結果をもとに患者
に合わせた効果的なおむつ交換についてエリエール社アドバイザーと会議を開
き対策を検討する。3） 病棟スタッフを対象におむつの特徴・基本的な当て
方・尿もれを防ぐ方法などの勉強会を開催する。4） 患者のおむつ交換時間・
おむつの種類を検討する。多忙な看護業務の中でもおむつ交換には多大な時間
と労力を費やしている。そのおむつ交換を効果的に行うことは患者の負担の軽
減や安眠の援助につながる。また、おむつ交換に要する時間を短縮させること
で、看護師の排泄援助に関する業務負担を軽減させることになり、ほかの生活
援助業務につなげることができる。個々の患者に合った効果的なおむつ交換を
目指した取り組みをおこなったので報告する。

当院におけるスキンテア予防の現状と課題
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【目的】近年、高齢者の四肢に起こる「外傷性の創傷」を示す「Skin Tear」
は各施設で報告されている。皮膚の保湿や保護が予防に効果的であるとされて
いるため、研修会後の実態調査を行いその効果を検討した。

【方法】スキンケアナースを含む職員対象に知識を提供し、6か月後実態調査
を行った。
調査期間：平成26年11月15日～平成27年5月15日

【倫理的配慮】個人が特定されないように配慮した。
【結果】スキンケアナースを含む職員対象の研修会に34名の参加があった。直
後の調査日のスキンテアは5名、有病率は2.26％であった。研修会ではスキン
テアの概念、STAR 分類システム、ケア方法（皮弁がある場合は戻す、銀含
有シリコンゲル粘着性親水性ポリウレタンフォームドレッシング以下銀含有ド
レッシングとする使用）、2回 / 日の保湿、皮膚の保護について提供した。6か
月後の調査日のスキンテアは2名、有病率は0.78％であった。
症例1：80代女性。入浴介助時、左手背に発生。カテゴリー1a。
抗生剤軟膏、シリコンゲルドレッシング、チューブ包帯使用、保湿剤の使用無し。
症例2：80代男性。粘着テープ剥離時、右前腕に発生。カテゴリー2a。
銀含有ドレッシング使用、保湿剤の使用なし。

【考察】調査日の有病率は、6カ月後減少していた。スキンテア保有者に対し
ての処置方法はシリコンゲル系のドレッシング材を使用できており、適切な方
法であった。チューブ包帯での保護も行えていた。しかし、保湿剤による保湿
は2例とも行われておらず、研修会での知識がケア提供に結び付けられていな
かった。有病率は減少しているが、保湿が行われていなかったため、皮膚の保
湿や保護がスキンテア予防に効果的であるとは判断できない。今後、予防ケア
の定着に取り組む必要がある。

【結論】当院での上記期間で、皮膚の保湿や保護がスキンテア予防に効果的で
あるということは明らかにできなかった。

「口から食べる」ことを取り戻すための関わり
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【はじめに】当院では嚥下障害のある患者に対して摂食・嚥下障害看護認定看
護師が介入している。また、言語聴覚士と協働し、スクリーニングテストや嚥
下訓練を実施している。今回、病棟看護師との連携により経腸栄養から完全経
口摂取に移行できた2症例について報告する。

【症例1】89歳男性　アテローム性脳梗塞嘔吐による肺炎合併のため経腸栄養
（EN）を選択した。しかし食道裂溝ヘルニアによる経鼻経管栄養チューブ挿
入困難と胃食道逆流を認めたため栄養剤を変更し、注入時間や体位を工夫する
など随時検討し栄養管理を行った。44病日、嚥下スクリーニングでは
MWST3点、FT4点（DSS4）、左の口角下垂と挺舌時は左に偏倚を認めた。
45病日、嚥下訓練食を開始、50病日に嚥下内視鏡で確認後病棟看護師の協力
を得て食事時の体位や、介助方法などの食事介助の統一を図った。57病日完
全経口摂取に移行した。

【症例2】79歳男性　誤嚥性肺炎脳梗塞後遺症による血管性認知症があり夜間
の不穏に対し眠剤が投与されていた。そのため日中の覚醒状態は不良で嚥下訓
練は困難であった。入院5病日目より介入し、嚥下スクリーニングを施行した。
MWST（変法）3点 FT3点（DSS3）挺舌時には左に偏倚があり、左口角下
垂口唇閉鎖不全を認めた。医師、病棟看護師の協力を得て薬剤の整理を行い、
昼夜のリズムを取り戻すよう覚醒を促した。5病日よりEN 開始、21病日ゼリ
ーを用いた直接訓練を開始した。37病日完全経口摂取に移行した。

【まとめ】食事介助に直接関わる病棟看護師をはじめとする他職種の協力が奏
功し、再び口から食べることができた。患者の回復状態に合わせて適切な嚥下
評価を行い、環境を含めた患者を取り巻くすべてのことに着目することが重要
である。また、他職種の特性を生かした関わりと個別性のある援助が必要であ
ると考える。

看護師への弾性ストッキングの装着方法に関する
教育介入の効果
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【はじめに】当院では、弾性ストッキングを用いて VTE 発症予防を図ってい
るが、皮膚トラブルが起こるケースを経験している。原因は様々だが、どの看
護師であっても標準的な方法での装着、装着後の観察が適切にできることを目
指したいと考えた。そこで、弾性ストッキングの標準的な装着方法を行うため
のアクティブラーニングを用いた教育介入（以下、介入）と、介入前後での装
着方法と知識の比較から、介入の効果を検討した。

【方法】手技観察とアンケートによる介入前の実態調査を実施。その後デモン
ストレーションと講義による介入を行い、介入前と同様の実態調査を行い、介
入の効果を確認した。

【結果】介入前後で実施率・正答率の上昇が見られた項目と低下した項目、変
化が見られない項目があった。

【考察】〈対象の属性〉弾性ストッキングの勉強会への参加経験と部署配属年数
から手技・知識不足が想定された。〈装着方法の手技獲得〉対象者の多くが初
めて知る手技があり、興味や関心が高まり、実施率が大幅に上昇した項目があ
ったが、実施率が低下した項目もあり、緊張などの心理的状況と条件を一定に
するための下肢モデルの使用が影響した可能性が考えられた。〈知識量増加〉
実際に使用している物品を用いてのデモンストレーションと、対象者参加型の
講義を行ったため、知識量増加が見られた。〈アクティブラーニングの効果〉
介入で講義中心であった項目は、正答率・実施率の低下が見られ、知識や手技
が獲得され、定着したとは言えない。しかし、講義を踏まえた上デモンストレ
ーションを行い、自ら体験した項目は実施率の上昇や正答率の上昇の変化が見
られた。

呼吸ケアチーム主導による
院内教育システム構築に向けた取り組み
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【取り組みの背景と目的】これまで当院で提供されてきた呼吸関連の学習機会
は、主に部署内で企画される学習会と、年一回の院内講座であった。部署内学
習会は伝聞的な学習形態であり、最新の知見を学ぶ機会に恵まれているとは言
い難い状態である。学習者のニーズ充足や満足度向上を可能にするためには、
組織が支援する効果的で効率的、魅力的な学習機会の提供が欠かせない。そこ
で、呼吸ケアチーム（以下、RCT）が、人工呼吸器装着期間の短縮や人工呼
吸器装着患者の安全管理とケア向上という一般的な役割を越えて、呼吸管理と
ケアに関する知識とスキルの普及を目的とした体系的な教育システムの構築に
向けた取り組みを開始した。

【方法】学習会をより効果的、効率的、魅力的にするために、1）学習会開催
日時と参加によって獲得できる具体的な到達目標の事前告知、2）学習会開始
時・中・後に、オーディエンス・レスポンス・システム（ARS）による参加
者の理解度確認、3）ARS の結果に基づく即時的でフレキシブルな研修内容
調整、4）人工呼吸器シミュレーターの使用によるより実践的な講義内容を組
み込んだ。

【実際】ARS や人工呼吸器シミュレーター使用時は事例を提示し、観察視点や
対応方法を参加者が考え、発言する参加型の学習会になるように工夫した。ま
た、新たな知識獲得だけでなく反復学習の機会を設けた。

【評価】学習会参加者総数は203名であった。学習会の構成に対する評価は、
ARS が示した目標達成率、学習会後アンケート結果から判断した。参加者
個々の目標達成度、理解度は85% 以上を示し、また、高い満足度が示された。
今回の取り組みは、学習会の質の向上に有効であると評価する。

【今後の課題】一部の学習機会に適用して効果が確認できた今回の取り組みを、
今後はRCT として提供したい学習内容全体に適用していきたい。

A看護専門学校における広報活性化への取り組みについて
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【はじめに】A 看護専門学校（当校）は、東日本大震災で壊滅的な被害を受け
た。その為、震災後1年目は近隣の大学の一角を借用、2年目以降は仮設校舎
で学校運営を行うという制約された環境を余儀なくされ、震災の影響で学生確
保が困難になることが予測された。そこで新たに広報担当者を置き、震災前と
変わらない良質な学生確保を図ることを目的に広報活動の活性化を図った。今
回その取り組みについて報告する。

【方法】広報担当者を決め、定期的に広報会議を開催した。更に、病院広報委
員会や本社主催の広報担当者研修会へ参加し多様な広報戦略を学んだ。また病
院総務企画課企画広報係と連携して広報活動をすすめた。

【結果】1．学生募集パンフレットに使用する写真をプロの方に依頼し、生き
生きとした学生の表情を撮ることができた。2．ホームページの更新回数を年
1回から行事ごとに更新することができた。3．院内誌の学校通信欄の確保や
日赤健康まつりで看護学校ブースを設置する等、学校をアピールする機会を増
やすことができた。4．震災前とほぼ変わらない倍率を確保する事ができた。

【まとめ】担当者が明確になる事で意図的な広報活動ができたと考えられる。
また、広報研修会へ参加し、その内容から多くを学ぶ事ができた。広報研修会
では、他施設の広報活動について知ることができ、意識の向上につながった。
仮設校舎とういう限られた施設での受験生確保に向けて広報の活性化に取り組
んだ結果、震災前と変わらない倍率を確保することができた。今年度は新校舎
へ移転し、格段に充実した施設となった。これを強みと捉え、更に良質な学生
確保のための広報活動を充実させていきたい。
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